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市民の負託に応えて…。
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認定

特
集

　
平
成
28
年
８
月
９
日（
火
）に

岡
谷
市
民
病
院
駐
車
場
の
現
地

見
学
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
駐
車
場
整
備
の
う
ち
、

正
面
玄
関
に
近
い
車
両
66
台
分

の
第
１
駐
車
場
が
完
成
し
、屋

根
付
通
路
な
ど
進
捗
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
11
月
中
に
は
駐
車
場
工
事
の

全
て
が
完
了
す
る
予
定
で
、利
用

者
の
利
便
性
向
上
と
有
効
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。（
最
終
的
に

患
者
向
け
は
３
４
２
台
）

　
ま
た
玄
関
付
近
の
バ
ス
停
に

は
、12
月
か
ら
シ
ル
キ
ー
バ
ス
と

ス
ワ
ン
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
岡
谷
市
民
病
院

　駐
車
場
現
地
見
学
会

（写真は8月9日撮影）（写真は8月9日撮影）
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平成27年度 各会計決算を認定しました

２
億
７
千
万
円
の
減
額
を
図
っ
た
ほ

か
、
財
政
調
整
基
金
へ
１
億
１
千
万

円
の
積
立
を
実
施
す
る
な
ど
、
後
年

度
の
財
政
運
営
に
十
分
配
慮
し
た
決

算
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
将
来
の
負
担
に
大
き
く
影
響
す
る
市

債
の
状
況
は
、
キ
ャ
ッ
プ
制
の
徹
底

な
ど
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
末
の
現

在
高
は
、約
２
５
２
億
２
千
万
円
で
、

前
年
度
比
約
２
億
７
千
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

問 

シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
事
業
費
に
つ
い
て

答 
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
平
成
18

年
７
月
豪
雨
災
害
」
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

平
成
19
年
11
月
に
開
局
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
当
時
は
防
災
メ
ー
ル
や

防
災
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
伝
達

手
段
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
的
確
に
情

【
平
成
27
年
度
決
算
の
評
価
】

・
６
つ
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
、
湖

周
地
区
ご
み
処
理
施
設
を
除
い
た
施

設
に
お
い
て
、
運
用
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
た
ほ
か
、
地
方
創
生
に
つ

い
て
も
、
岡
谷
市
の
特
色
や
強
み
を

生
か
し
た「
岡
谷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
た
各
種
施
策
を
進
め
て
き
て
い
る
。

・「
岡
谷
市
行
財
政
改
革
３
か
年
集
中

プ
ラ
ン
」
を
新
た
に
策
定
す
る
な
ど

努
力
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
27
年

度
の
一
般
会
計
は
、
実
質
収
支
で

６
億
７
９
０
０
万
余
り
の
黒
字
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
地
方
交
付
税
の
増
額
確
保
に
向
け
た

国
へ
の
働
き
が
け
を
行
い
な
が
ら
、

国
や
県
の
補
助
金
を
中
心
と
し
た
特

定
財
源
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
、

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
お
い
て
、
約

報
を
伝
え
る
上
で
非
常
に
有
効
で
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
近
年
は
災
害

時
等
の
情
報
伝
達
手
段
も
多
岐
に
わ
た

り
、
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
局
し

た
状
況
と
随
分
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
、
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
運
営

し
て
い
く
に
は
、
現
在
の
機
器
更
新
に

経
費
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
費

用
対
効
果
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者

の
動
向
、
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
勘
案

し
、
シ
ル
キ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
検
討
を
深
め
て
い
る
。

問 

各
区
公
会
所
の
耐
震
診
断
等
に
つ
い
て

答 

平
成
27
年
度
の
各
区
公
会
所
の
耐

震
診
断
は
、
横
川
区
で
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
耐
震
診
断
と
耐
震

化
工
事
は
セ
ッ
ト
物
と
し
て
考
え
て
お

り
、
そ
の
予
算
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
区
の
事
情
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
、

21
区
の
公
会
所
全
て
が
大
事
な
避
難
所

で
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
必
要
性
も
含

め
て
、
引
き
続
き
耐
震
化
の
お
願
い
を

し
て
い
る
。

問 

雇
用
促
進
対
策
の
主
な
施
策
に
つ
い
て

答 

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
主
な
施

策
は
、
若
年
者
に
向
け
た
「
若
者
未
来

の
就
職
応
援
事
業
」を
実
施
し
た
ほ
か
、

高
校
生
に
対
し
て
、
市
内
企
業
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
諏
訪
圏
工
業
メ
ッ

セ
の
見
学
、
高
校
進
路
担
当
教
員
に
対

し
て
、
事
業
所
見
学
や
企
業
と
の
情
報

交
換
会
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
た
。

　
平
成
28
年
９
月
５
日（
月
）か
ら
平
成
28
年
10
月
３
日（
月
）ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

報
告
案
件
が
４
件
、
一
般
議
案
が
４
件
、
議
員
提
案
が
５
件　
決
算
議
案
が
12
件
、
計
25
議
案
等

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
（
12
議
案
）
は
決
算
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
計
４
日
間
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、全
て
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
長
報
告
の
内
容
は
岡
谷
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
各
会
計
の
決
算
関
係
に
つ
い
て
、決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
審
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成28年
第3回定例会

（円）
会計名 歳入決算 歳出決算 結果

一般会計 21,714,454,057 20,995,333,481 認定
国民健康保険事業特別会計 5,783,874,061 5,714,237,567 認定
地域開発事業特別会計 1,488,530 387,819,206 認定
分収造林事業特別会計 21,998,563 20,898,038 認定
霊園事業特別会計 43,788,025 11,675,918 認定
温泉事業特別会計 29,313,001 17,260,577 認定
訪問看護事業特別会計 72,630,819 40,685,833 認定
後期高齢者医療事業特別会計 699,373,860 682,064,660 認定
湊財産区一般会計 12,976,806 4,927,861 認定
水道事業会計（収益的収支） 909,136,002 715,855,333 認定
下水道事業会計（　　〃　　） 1,828,085,064 1,581,263,600 認定
病院事業会計（　　〃　　） 7,121,542,333 8,781,091,166 認定

（企業会計収益的収支　消費税込み）

決算特別委員会（一般会計・特別会計）【委　員】 今井　義信／早出　一真／笠原　征三郎／笠原　順子／武井　富美男／浜　幸平

決算特別委員会（一般・特別会計）審査の様子

第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

■
■
■
■ 
委
員
会

一
般
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

決
算
特
別

審査結果

岡
谷
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
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る
た
め
、
近
年
で
は
全
国
や
県
の
在
籍

比
を
下
回
っ
て
お
り
、
き
め
細
か
い
対

応
に
よ
り
成
果
が
現
れ
て
い
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
家
計
の
消
費
支
出
の
長
期
に
わ
た

る
落
ち
込
み
は
、
一
向
に
改
善
が
さ

れ
て
い
な
い
。
地
方
自
治
体
が
果
た

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
役
割
は
福
祉
の

向
上
・
充
実
で
あ
り
、
岡
谷
市
独
自
の

際
立
つ
も
の
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
国
の
制
度
改
悪
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
、
市
職
員
の
正

規
･
非
正
規
問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
、
さ
ら
に
、
落
札
率
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
％
落
札
率
を
は
じ
め
9５
％
を
超

え
る
よ
う
な
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
も

問
題
が
あ
る
た
め
、
本
決
算
認
定
に
反

対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
中
で
、
行
財
政
改
革
や
各
種
事
業

の
効
率
的
な
展
開
、
各
部
署
の
徹
底
し

た
経
費
削
減
に
よ
っ
て
、
実
質
収
支
は

昨
年
度
を
上
回
る
黒
字
が
確
保
で
き
た

こ
と
は
、「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
行
財
政
運
営
の

基
本
を
着
実
に
実
行
さ
れ
た
成
果
で
あ

る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
他
市
と
比
較

●平成27年度 各会計決算を認定しました
　

企
業
に
対
し
て
は
、
就
労
経
験
の
な

い
方
を
試
行
的
に
雇
用
し
、
常
用
雇
用

な
ど
へ
移
行
し
た
場
合
や
非
正
規
雇
用

者
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換
、
処
遇
改
善

の
取
り
組
み
に
対
す
る
国
の
助
成
金
の

情
報
提
供
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
に
誘
致
し
た
４
企
業
に
よ
り
５４

名
の
新
規
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
る
。

問 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
運
行
事
業
に
つ
い
て

答 

シ
ル
キ
ー
バ
ス
運
行
事
業
の
課
題

と
し
て
、
車
両
の
老
朽
化
に
よ
る
バ
ス

の
更
新
や
維
持
修
繕
費
な
ど
の
運
行
経

費
の
増
加
、
ま
た
、
利
用
者
の
減
少
に

伴
う
運
賃
収
入
の
減
少
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
運
行
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
改
正
等
に
よ
り
経
費
の
抑
制
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
の
運
行
開
始

か
ら
路
線
を
増
や
す
な
ど
利
用
者
の

要
望
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
負

担
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
た
め
、
諏
訪
市
、
下
諏
訪
町
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
て
、
今
後
運
賃
に
つ

い
て
値
上
げ
を
検
討
し
た
い
。

問 

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
状
況
に
つ
い
て

答 

不
登
校
に
は
様
々
な
原
因
が
あ

り
、
主
に
は
友
達
関
係
、
学
業
に
関
す

る
心
配
、
不
安
か
ら
欠
席
に
つ
な
が
る

傾
向
が
多
い
と
分
析
し
て
い
る
。
在
籍

比
に
つ
い
て
は
、
岡
谷
市
子
ど
も
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
各
種
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
専
門
員
の
配
置
を
し
て
い

岡
谷
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

決算特別委員会（一般会計・特別会計）【委員長】　中島　保明　　【副委員長】  渡辺　雅浩

し
て
も
見
劣
り
し
な
い
商
工
業
振
興
補

助
金
の
運
用
、
４
社
の
企
業
誘
致
を
は

じ
め
、
新
技
術
・
新
製
品
等
も
の
づ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
応
援
事
業
な
ど
、

も
の
づ
く
り
岡
谷
を
推
進
し
、
今
後
の

市
財
政
へ
の
波
及
的
効
果
の
大
き
い
事

業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
ま

す
ま
す
厳
し
い
行
財
政
課
題
と
そ
の
運

営
が
想
定
さ
れ
る
が
、
職
員
の
英
知
と

総
動
員
に
よ
る
チ
ー
ム
力
を
発
揮
さ

れ
、
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上

を
切
望
し
、本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

問 

加
入
状
況
に
つ
い
て　
　
　

答 

所
得
階
層
別
の
構
成
比
の
状
況
か

ら
は
低
所
得
者
層
が
増
加
す
る
傾
向
で

あ
る
が
、
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
離

職
し
て
新
規
に
国
保
加
入
す
る
方
は
減

少
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
低
所
得
者

層
の
構
成
比
を
増
加
さ
せ
る
大
き
な
要

因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
５
割

軽
減
、
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得

基
準
額
が
見
直
し
さ
れ
軽
減
制
度
が
拡

充
さ
れ
た
た
め
、
軽
減
対
象
世
帯
数
が

増
加
し
て
お
り
、
国
保
加
入
の
半
数
以

上
の
世
帯
が
軽
減
対
象
と
い
う
状
況

で
、国
保
の
財
政
基
盤
が
脆
弱
と
い
う
、

構
造
的
な
課
題
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

◯
討
論
の
概
要

◆
反
対
討
論
（
反
対
意
見
）

▼
国
保
加
入
者
の
所
得
状
況
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
７
割
・
５
割
・
２
割
軽

減
の
推
移
を
み
て
も
経
済
状
況
の
厳
し

さ
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
庫
負
担

の
割
合
も
目
に
見
え
る
よ
う
な
改
善
が

さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
27
年
度
か
ら
窓

口
一
部
負
担
金
が
１
割
か
ら
２
割
負

担
、人
に
よ
っ
て
は
３
割
負
担
と
な
り
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
、
経
済

的
な
面
か
ら
も
国
保
加
入
者
に
と
っ
て

非
常
に
負
担
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
国
保
加
入
者
の
健
康
、
命

を
守
る
と
い
う
点
で
は
、
平
成
27
年
度

に
お
い
て
も
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
、
本

決
算
認
定
に
反
対
す
る
。

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
単
年
度
収
支
で
は
１
億
２
６
４
０
万

円
の
赤
字
で
あ
る
が
、
実
質
収
支
で
は

６
９
６
３
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
国
保

基
金
が
底
を
つ
き
、
国
保
会
計
が
厳
し

い
中
、
実
質
収
支
を
黒
字
に
で
き
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
事
業
は
平
成
３０
年
度
か
ら
保

険
者
が
県
と
県
内
市
町
村
共
同
と
な
る

が
、
そ
の
間
の
適
切
な
運
営
を
要
望
し

本
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
特
別
会
計
等
に
つ
い
て
も

原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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 【
概
要
】

・
水
道
の
需
要
に
つ
い
て
、
年
間
総
配

水
量
6
3
4
万
8
1
1
6
㎥
、
年
間

総
給
水
量
は
5
4
3
万
8
5
7
9
㎥

と
前
年
度
に
比
べ
1０
万
3
8
1
9

㎥
、
給
水
量
で
５
万
５
1
5
7
㎥
の

減
と
な
っ
た
。

・
収
益
的
収
支
は
総
収
益
8
億
4
8
4

　

7
万
円
に
対
し
、
総
費
用
6
億
７
８

　

６
９
万
円
で
、
収
支
差
引
き
1
億
6

　

9
7
9
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
工
事
負
担
金
及
び
企

業
債
の
収
入
合
計
1
億
3
0
8
4
万
円

に
対
し
、
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償

還
金
の
支
出
合
計
4
億
3
0
0
6
万

円
と
な
っ
た
。
建
設
改
良
費
の
う

ち
関
連
工
事
の
工
期
延
長
に
伴
い
、

1
4
0
0
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
。
収
支
不
足
額
2
億
9
9
2
2
万

円
に
対
す
る
財
源
は
、
内
部
留
保
資

金
等
で
補
填
し
た
。

問 

水
道
料
金
の
現
状
に
つ
い
て

答 

節
水
型
社
会
の
定
着
化
、
人
口
減

少
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
。
水
道
料
金
収
入
は
前
年
度
よ
り
約

６
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
た
が
、
純
利

益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
水
道

料
金
は
、
平
成
11
年
か
ら
据
え
置
き
と

し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
料

金
収
入
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
中

で
、早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問 

老
朽
鋳
鉄
管
の
更
新
事
業
に
つ
い
て

答 

昭
和
初
期
に
布
設
し
た
鋳
鉄
管

の
更
新
工
事
で
あ
り
、
平
成
27
年
度

は
約
５
３
０
ｍ
更
新
し
、
残
り
は
約

３
．２
km
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
工
事

は
、
塩
嶺
水
源
の
配
水
池
の
内
面
塗
装

及
び
シ
ー
ト
防
水
、
小
井
川
浄
水
場
の

外
面
防
水
シ
ー
ト
の
設
置
工
事
等
を
施

工
し
た
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
給
水
の
人
口
や
件
数
、
さ
ら
に
総
配

水
・
総
給
水
量
が
減
少
す
る
中
、
水
質

管
理
や
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
水
道
事
業
基
本

計
画
に
沿
っ
た
老
朽
鋳
鉄
管
の
更
新
や

耐
震
化
の
事
業
も
計
画
的
に
推
進
さ
れ

た
。
収
入
減
と
な
っ
た
平
成
27
年
度
に

お
い
て
も
１
億
７
千
万
円
余
の
利
益
を

計
上
し
、
有
収
率
・
収
納
率
に
お
い
て

も
緩
や
か
な
改
善
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に

水
道
料
金
に
つ
い
て
も
、
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
低
料
金
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
な
ど
大
変
評
価
で
き
る
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
は
あ
る

が
、
よ
り
一
層
経
営
努
力
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

・
市
内
に
点
在
す
る
未
整
備
地
区
3
．

　

7３ 

ha
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
全
体
計
画
面
積
の
88
．3
％
が

整
備
さ
れ
、
下
水
道
の
接
続
戸
数

は
２
万
1
7
2
戸
、
接
続
人
口
は

４
万
９
5
2
2
人
で
あ
る
。
年
間
の

汚
水
量
は
5
7
0
万
1
5
6
0
㎥
で
、

前
年
度
と
比
べ
、
３
万
５
7
8
6
㎥

の
減
で
あ
る
。

・
収
益
的
収
支
は
総
収
益
17
億
５
０
３

　

４
万
円
に
対
し
、
総
費
用
1５
億
１
８

　

３
５
万
円
で
、
収
支
差
引
き
2
億
３

　

１
９
９
万
円
の
純
利
益
と
な
っ
た
。

・
資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
、
補
助
金
、

負
担
金
の
収
入
合
計
9
億
3
0
3
7

　

万
円
に
対
し
、
建
設
改
良
費
、
企
業

債
償
還
金
の
支
出
合
計
1４
億
6
4
1

　

３
万
円
と
な
っ
た
。
建
設
改
良
費
の

う
ち
、
国
と
の
協
議
結
果
や
関
連
工

事
の
進
捗
状
況
に
伴
い
、
7
8
9
8

　

万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
。
収

支
不
足
額
5
億
3
3
7
5
万
円
に
対

す
る
財
源
は
、
内
部
留
保
資
金
等
で

補
填
し
た
。

問 

経
営
状
況
に
つ
い
て

答 

平
成
27
年
度
は
下
水
道
使
用
料
見

直
し
の
年
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

の
３
年
間
に
つ
い
て
も
使
用
料
を
据
え

置
く
こ
と
と
し
た
。
汚
水
量
や
下
水
道

使
用
料
収
入
は
減
収
し
、
長
寿
命
化
事

業
を
含
む
施
設
の
維
持
管
理
や
、
大
地

震
へ
の
危
機
管
理
対
策
な
ど
、
厳
し
い

経
営
環
境
が
続
い
て
い
る
。
平
成
27
年

度
は
、
下
水
道
使
用
料
が
前
年
度
と
比

べ
４
４
０
万
円
程
減
少
し
た
が
、
企
業

債
の
支
払
利
息
の
軽
減
や
修
繕
料
、
委

託
料
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
純
利
益
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

問 

危
機
管
理
対
策
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

答 

下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
の
短

期
計
画
に
よ
り
、
地
域
防
災
計
画
に
定

め
ら
れ
て
い
る
防
災
拠
点
と
な
る
市
役

所
、
警
察
署
、
消
防
署
及
び
避
難
施
設

と
な
る
４
中
学
校
や
病
院
な
ど
、
重
要

水道：小井川浄水場フロキュレータ減速機取替工事

決算特別委員会現地視察

決算特別委員会（企業会計）【委　員】 今井　秀実／遠藤　真弓／共田　武史／大塚　秀樹／小松　壮／八木　敏郎

岡
谷
市
水
道
事
業
会
計
の

決
算
認
定

岡
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
の

決
算
認
定
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施
設
に
つ
な
が
る
管
路
に
つ
い
て
の
耐

震
化
工
事
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
の
工
事
内
容
は
、
耐
震

化
と
し
て
管
更
生
工
事
が
２
９
８
ｍ
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
管
口
が
1６
箇
所
、
マ
ン

ホ
ー
ル
浮
上
防
止
工
事
を
５６
箇
所
行

い
、
市
内
３
中
学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
を
８
基
ず
つ
設
置
し
た
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
下
水
道
普
及
率
の
向
上
に
伴
い
、
既

存
施
設
の
維
持
や
更
新
、
企
業
債
償
還

な
ど
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
整
備
か
ら
維
持
へ
と
変
化
す
る
中

で
、
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

管
路
更
生
工
事
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を
含
め
た
下
水
道
総
合
地
震
対

策
計
画
に
基
づ
く
耐
震
化
工
事
、
雨
水

渠
整
備
工
事
を
実
施
さ
れ
、
経
常
利
益

が
約
２
億
４
千
万
円
と
な
っ
た
こ
と

は
、
大
変
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
安
定
化
が
図
ら

れ
、
経
営
努
力
に
よ
り
下
水
道
使
用
料

を
据
え
置
き
し
な
が
ら
経
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も
未
接
続
地

域
へ
の
対
応
や
施
設
の
維
持
更
新
な
ど

に
引
き
続
き
努
力
さ
れ
、
長
寿
命
化
計

画
、
建
設
改
良
工
事
、
耐
震
化
の
推
進

に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し
、
本
決
算
認

定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 【
概
要
】

　

平
成
27
年
度
は
、
新
病
院
建
設
工
事

の
竣
工
、1０
月
の
新
病
院
開
院
の
実
現
、

病
院
開
院
後
の
運
営
を
早
期
に
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
重
ね
て
き
た
。
天

野
院
長
の
就
任
に
よ
り
、
組
織
体
制
の

強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
シ
ニ

ア
こ
こ
ろ
診
療
科
」、「
歯
科
口
腔
外
科
」

の
開
設
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制

の
強
化
、
診
療
サ
ポ
ー
ト
室
の
運
用
拡

大
等
に
よ
り
診
療
体
制
の
充
実
、
強
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

決
算
に
つ
い
て
は
、
新
病
院
開
院
に

伴
う
特
別
損
失
の
計
上
に
よ
り
1６
億

円
を
超
え
る
純
損
失
と
な
り
、
資
金

残
高
は
前
年
度
と
比
べ
約
２
億
円
の

減
少
と
な
っ
た
が
、
経
常
収
支
で
は

１
億
３
千
万
円
を
超
え
る
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。

問 

新
病
院
建
設
に
至
っ
た

開
設
者（
市
長
）と
し
て
の
総
括

答 

市
制
始
ま
っ
て
以
来
の
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
新
病
院
建
設
を

実
現
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
く
評
価
し

て
い
る
。
新
病
院
は
建
設
が
最
終
目
的

で
は
な
く
、
市
民
や
地
域
の
方
々
の
生

命
や
健
康
を
守
り
、
災
害
時
に
は
被
災

者
の
救
護
の
拠
点
と
な
る
な
ど
、
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
の
市
民
生
活
の
安
全
安
心

を
支
え
て
い
く
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
健
全
な
経
営
の
も
と
で
総
合

病
院
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
な
が

ら
、
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
医
療
を
継
続

し
提
供
す
る
と
い
う
目
的
を
果
た
す
た

め
に
、
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

問 

接
遇
改
善
に
つ
い
て

答 

研
修
会
等
で
様
々
な
場
面
で
の
事

例
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
全
職
員
へ
の

周
知
や
理
解
を
深
め
て
い
る
。
職
員
は

こ
の
新
病
院
を
よ
り
良
い
病
院
に
し
た

い
と
い
う
共
通
の
目
標
を
充
分
認
識
し

て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
全
職
員
に
対

し
て
意
識
改
革
を
浸
透
さ
せ
た
い
。

問 

医
師
確
保
に
つ
い
て

答 

引
き
続
き
信
大
か
ら
医
師
の
補
充
を

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
連
携
の
強
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
業
者
や
ド
ク

タ
ー
バ
ン
ク
を
通
し
て
募
集
を
行
っ
て

い
る
が
、
全
国
的
に
も
整
形
外
科
、
産

婦
人
科
、
耳
鼻
科
の
医
師
が
不
足
し
て

お
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
地

域
に
根
付
く
優
秀
な
医
師
の
獲
得
は
、

地
域
医
療
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
た
い
。

◯
討
論
の
概
要

◆
賛
成
討
論
（
賛
成
意
見
）

▼
平
成
27
年
度
は
市
民
待
望
の
新
病
院

が
開
院
と
な
り
、組
織
の
強
化
を
図
り
、

歯
科
口
腔
外
科
の
充
実
、
最
新
の
機
器

や
設
備
の
導
入
な
ど
診
療
体
制
の
強
化

に
も
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
財
源

確
保
、
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
、
経
常

収
支
で
黒
字
を
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
高

く
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
接
遇
の
改
善
、
待
ち
時
間
の
短
縮

な
ど
の
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
救
急

医
療
、
高
齢
者
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実

に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
医
師
確
保

の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
さ
れ
、
地
域

医
療
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
治

体
病
院
と
し
て
の
使
命
を
十
分
発
揮
で

き
る
よ
う
努
力
を
お
願
い
し
、
本
決
算

の
認
定
に
賛
成
す
る
。

※
委
員
会
で
は
全
会
一
致
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決算特別委員会現地視察

決算特別委員会（企業会計）【委員長】　今井　康善　【副委員長】藤森　博文

マンホールトイレ

　下水道：　　　　　　　　　
マンホールトイレ設置工事　

　（岡谷南部中）　

岡
谷
市
病
院
事
業
会
計
の

決
算
認
定
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各議員の議案賛否一覧表
議案
番号 件　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

竹
村
　
安
弘

今
井
　
義
信

早
出
　
一
真

渡
辺
　
雅
浩

今
井
　
秀
実

笠
原
征
三
郎

中
島
　
保
明

藤
森
　
博
文

遠
藤
　
真
弓

笠
原
　
順
子

共
田
　
武
史

今
井
　
康
善

大
塚
　
秀
樹

小
松
　
　
壮

八
木
　
敏
郎

武
井
富
美
男

浜
　
　
幸
平

渡
辺
　
太
郎

報告第 １３号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第 １４号 専決処分の承認を求めることについて（平成2８年度岡谷市一般会計補正予算（第３号）） 承認 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 １５号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定について） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告第 １６号 専決処分の報告について（平成2８年度岡谷市一般会計補正予算（第４号）） 報告 議
長 - - - - - - - - - - - - - - - - -

議案第 ５５号 平成27年度岡谷市一般会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ５６号 平成27年度岡谷市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ５7号 平成27年度岡谷市地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ５８号 平成27年度岡谷市分収造林事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ５９号 平成27年度岡谷市霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６０号 平成27年度岡谷市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６１号 平成27年度岡谷市訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６2号 平成27年度岡谷市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６３号 平成27年度岡谷市湊財産区一般会計歳入歳出決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６４号 平成27年度岡谷市水道事業会計の決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６５号 平成27年度岡谷市下水道事業会計の決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６６号 平成27年度岡谷市病院事業会計の決算認定について 決算
特別 認定 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６7号 岡谷市教育委員会委員の選任について 同意 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６８号 岡谷市廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 社　会 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 ６９号 平成2８年度岡谷市一般会計補正予算（第５号） ３常任 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 7０号 平成2８年度岡谷市一般会計補正予算（第６号） 総 務
産業建設

原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 7１号 私立高校への公費助成に関する意見書 （総） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72号 私立高校への公費助成に関する意見書 （総） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 7３号 県道下諏訪辰野線拡幅改良を求める意見書 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 7４号 給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書 （超） 原案
可決

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員派遣について （議） 決定 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議長：議長職のため採決に加わらず　○：賛成　×：反対

総務委員会　岡谷市PTA連合会と懇談総務委員会「通学合宿（エンジョイ＆GOスクール）」視察
開催日　８月22日（月）開催日　9月30日（金）

　岡谷市PTA連合会は、小学校７校、中学校４校　計11校
の役員で組織されており、「かけがえのない岡谷市の子ど
もたちのために」を基本方針に掲げ、３つの専門部会であ
る単P会長会、母親委員会、教育問題研究委員会と連携を
図り、各学校との情報交換を密にし、各々の課題について
共有と協力をしながら活動をしています。
　懇談会では、「PTA活動の課題」「小中学生や保護者等
の現状と課題」など意見交換を行いました。PTA役員の成
り手がなく苦労している、学級懇談会や地区懇談会等への
参加者が少ない、父親のPTA参加、通学路の危険性、少子
化に伴う部活数の減少
と活動時間の制限、ス
マホやＳＮＳの問題な
ど、保護者の生の声を
お聞きし様々な課題を
認識することができま
した。

　この事業は、小中高校生の異年齢の子ども達が一緒に宿
泊（生活）をしながら学校に通学し、家庭や学校で普段体
験できない活動等をみんなで決めて実施し、仲間づくりを
するものです。９月29日～10月１日までの２泊３日で行
われ、88名の子ども達が参加していました。9月30日の夕
食はバーベキューでしたが、高校生のリーダーから手順等
の説明を受け、大人の手を借りず班の仲間で協力し合いな
がら一生懸命準備していました。施設の課題や自主的活動
の可能性を知ることができました。

総務委員会活動報告 ※各委員会の活動は随時掲載していきます。
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会 派 の 紹 介

行政についての要
望や

意見を文書で議会
に

出すことができま
す

議会を傍聴しませんか

　傍聴をご希望の方は
、市役所9階の傍聴者

入口前の机の上に用意
されている傍聴人受付

用紙に「氏名・住所・年齢
」をご記入いただき議

場内にお入りください。
　耳の不自由な方には

、集音器の貸し出しを

行っています。希望され
る方は、市役所7階の議

会事務局へお立ち寄り
ください。入退室は、会

議中でも自由にできます
。

議会をシルキーチャンネルで見ましょう　一般質問をシルキーチャンネルで生中継しておりますのでご覧ください。　また、本会議の会議録は、図書館、市役所１階情報コーナー、市ホームページ、議会事務局で見ることができます。

行政に対する市
民の要望や意

見を直接反映させ
るための方法と

して、誰でも請願
書や陳情書を議

会に提出するこ
とができます。提

出方法など、詳し
くは議会事務局

にお問い合わせく
ださい。

　岡谷市に対する思いや理念、政策の方向性がほぼ同一
の議員９名が集まり「岡谷市に新しい風を吹かせよう」
との思いから会派名を「新風」といたしました。
　しかし２名が正副議長就任となりましたので、現在７
名の会派として日々勉強・市民要望には迅速に対応して
おります。市民の皆様とお約束をいたしました公約の実
現に向けて、７名全員で取り組んでまいりますので、今
後ともよろしくお願い申し上げます。

　日本共産党岡谷市議団は、住民が主人公の政治の実現
を目指し、市民の皆さんの切実な声を聞きとり、その実
現のために全力を尽くしています。戦争法の強行や消費
税増税など、安倍政権のもとで平和が壊され国民生活が
より一層苦しくなっている現状を直視し、国政にも物を
言いながら、市民生活の守り手として頑張っています。

　誰もが安全で安心して暮らせる岡谷市を目指し、未来
ある子供たちのために全力で行動する保守・中道の会派
です。市民負託に応えられる様、広く市民の声を聞き、
調査・研究・視察等を積極的に行っています。
　時代の変革と課題に的確に対応できる議会を目指し、
政策立案能力向上のために、互いに切磋琢磨・研鑽に努
めています。

　皆さんの感じる生きづらさを、少しずつでも解消する
為に、私たちは女性の目線で物申す会派を結成しまし
た。お互いの意見をぶつけ合いながら、世代や、歩んで
きた環境の違いを超えて、答えを選んで参る所存です。
　人口の半分が女性なのです。そこにある個々の生活が
「確かな生活」になる為に頑張って参ります。

会　　長　小松　　壮

幹 事 長　藤森　博文

副幹事長　早出　一真

事務局長　大塚　秀樹

副事務局長　今井　義信

会　　計　中島　保明

相 談 役　武井富美男

団　長　　渡辺　雅浩

副団長　　笠原征三郎

幹事長　　今井　秀実

代　　表　渡辺　太郎

幹 事 長　浜　　幸平

副幹事長　共田　武史

事務局長　今井　康善

会　長　　遠藤　真弓

幹事長　　笠原　順子

新　風

日本共産党岡谷市議団

信政おかや

さわやか

共田　武史

小松　　壮

今井　義信

大塚　秀樹

中島　保明

藤森　博文

早出　一真

武井富美男

浜　　幸平

渡辺　太郎

今井　康善

遠藤　真弓

今井　秀実

笠原征三郎

渡辺　雅浩 笠原　順子

会派とは、同じ理念や主張を共有する議員の同志的
なグループです。岡谷市議会では、２人以上の議員
をもって構成することになっています。（正副議長
は会派に属しません。）



市議会議員が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、公職選挙法で禁止されており、違反すると処罰
されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。市民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

＜寄附行為に該当する事例＞
・お祭り、運動会、親睦旅行会、会合等の行事や、入学式、卒業式の行事に対し、寄附、餞別、お祝い、差し入れ等をすること。
・個人に対し、お中元、お歳暮、入学祝、結婚祝を贈ること（議員自らが出席する結婚披露宴への祝儀や葬式における香典は除く）。
・未成年者、社会福祉施設、市町村に対する寄附や年賀状、寒中見舞状などの時候のあいさつ状を出すこと（答礼のための自筆によるものを除く）。

寄附行為の禁止

・政治家は有権者に寄附を「贈らない」・有権者は政治家に寄附を「求めない」・議員から有権者への寄附は「受け取らない」

再
生
紙
と
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す。

■
印
刷：株

式
会
社
美
謄
堂

穴
あ
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
5号

ピ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト
三団体主催による議会との懇談会が開催される

　８月24日夜、市役所９階大会議室において、市内３団体と
の懇談会が開催されました。連合壮年会、連合婦人会、高齢者
クラブ連合会から約60名の出席があり、議会のあり方や市政
における課題について意見を交わしました。質問は事前に通告
をいただき、議会側が答えた後、会場から再質問するという形
で進み、議員定数、政務活動費、一般質問の内容などについて
議論が及びました。これらの課題に前向きに取り組むと共に、
現在「議会基本条例制定」に向け全議員を構成員とする策定委
員会を設置して精力的に協議を進めており、今後、市民の負託
に応えるように努めてまいりたいと思います。

　予め質問を通告する形を取りま
した。各議員さんが事前の学習を
され答弁を戴き感謝します。但し
限られた時間の中でのやり取りで
すので臨機応変の対応が必要と思
いました。今まで以上に市民の声
を聴取し行政に反映して下さい。
政務活動費については市民に理解
を得られる工夫をし、ホームペー
ジに掲載願います。

岡谷市連合壮年会　　

　会長　増澤　敏一

　市議会議員との懇談会は、限ら
れた時間を有意義に使い、終始
テーマにそって事が進められ、実
のある会でした。
　市民が気になっている行財政改
革や介護予防等について、議員の
考えをお聞きすることができ、大
変参考になりました。この事を議
員として行政側に積極的に伝えて
ほしいと思いました。
　型にはまった会ではなく、意見
交換の中で議員の迫力ある弾んだ
声が聞けるような活発な会になる
ことを期待しています。

岡谷市連合婦人会　　

　会長　上沼　　縁

　今年の懇談会は３テーマを一会
場で論議し、それぞれが持つ考え
や思いを出し合い、その声を議会
を通じて市政に反映していただく
ことでした。
　闊達な意見交換ができ、成果が
あったと感じましたが、３団体と
してこの種の会議で心すべきは、
事に乗り過ぎ、感情的・狭小的に
ならないことではないかと思いま
す。次回は、岡谷市の発展のため
に互いにより一層理解を深め合う
懇談会となることを望みます。

岡谷市高齢者クラブ連合会　　

　会長　川窪　照昭
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ま
た
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四
つ
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会
派
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る
本
市
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会
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。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
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に
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会
だ
よ
り
に

な
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の
で
、
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き
続
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ご
意
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や
要

望
、
感
想
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ど
を
議
会
事
務
局
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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■
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各団体代表者の感想

議会に対する理解が深まることを願って、議会用語を解説します。

・会期（かいき）……　議会が法的に活動できる期間（開会日から閉会日まで）のことです。本会議初日の冒
頭、議決により決定します。議案の審議が会期中に終わらない場合などは、あらためて議決によって、会期
を延ばすこと（会期延長）もできます。
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